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C K D 株 式 会 社 は 、1 9 4 3 年 の
設立以来、約80年にわたって
自 動 化と流 体 制 御 技 術 の 研
究開発に携わってきた伝統と
革 新 を併 せ持 つ 国 内 有 数 の
総合メーカーである。

最 新 技 術 や 高 品 質 な 製 品
に 対する他 に 類 を見 な い ほ
どのこだ わりを武 器に、現 代
社 会の「モノづくり」を支える
多様な製品を開発・生産して
きた 。

現在、CKDは「自動機械」と
「 機 器 」の 2 つ を 軸 に 事 業 を

展開している。自動機械分野
にお いては 、リチウムイオン
電 池 の 製 造 装 置 や 、医 薬 品
や 食 品 の 包 装 機 、電 子 回 路
基 板 の 検 査 機 な ど、現 代 社
会 に 欠 か せ な い産 業 分 野 を
下 支 えする 製 品 を 生 産して
いる。機 器 分 野 では 、エアア
クチュエータや電 動アクチュ
エ ータ、流 体 制 御 機 器 な ど、
半 導 体 や 自 動 車 、電 子 部 品
製 造といった「モノづくり」を
支 える革 新 技 術 を提 供し続
けてきた 。

「 自 動 機 械 と機 器 という２
つの 分 野 の 技 術 を融 合 させ
ることで、私達はFA（ファクト
リーオートメーション）におけ
るグローバルサプライヤーを
目指します」と語るのは、CKD
代 表 取 締 役 会 長 の梶 本 一 典
氏だ。

同 社 は 半 導 体 の 製 造 装 置
用バルブにおいて世界的に高
いシェアを誇るなど、グローバ
ル市場においても大きな存在
感 を発 揮している。そんな同
社 が 次 に 注 力する べ き領 域
として見 据えるの が、日 々刻
々と技術革新が続く半導体産
業である。

CKDは半導体デバイス向け
製 造 設 備として、薬 液やプロ
セスガスなどの流体を制御す
る部品を製造・販売している。
今 後 も長 期 的 な 市 場 拡 大 が

見 込まれることを受 け、同 社
は 今 年 7 月、石 川 県 小 松 市に
半 導 体 製 造 装 置 向 けの機 器
製 品 を生 産する新 た な 工 場
を建設すると発表した。

梶 本 会 長 は 新 た な 工 場 建
設 の 理 由 について、「 今 後 予
想される半 導 体 産 業 向 け 部
品の需要増に対応するため」
と語る。

新 た に 石 川 県 に 建 設 され
る 北 陸 工 場 で は 、愛 知 県 の
春 日 井 工 場と同 様 に 薬 液 用
バルブを生 産する 。一 方 、宮

城 県 に あ る 東 北 工 場 で は 、
プ ロ セス ガス 用 バ ルブの 生
産を行う。

CKDが取り組みを進めるの
は、半導体産業だけにとどま
らない。2050年のカーボンニ
ュートラル 実 現 に向 け、CO 2
排 出 量 削 減 に 貢 献する製 品

の 開 発・販 売 に も 力 を 入 れ
て いく考 え だ と梶 本 会 長 は
話す。

C O 2 排 出 量 削 減 貢 献 のた
め に 同 社 が 進 め てきた 取り
組みの一つが、あらゆる産業
分野の生産ラインで使用され
る長寿命製品の開発だ。従来
の4倍の寿命を持つ同社の製
品 によって定 期メンテナンス
の期間が長期化し、結果とし
て 廃 棄 物 の 削 減 につ な がっ
ている。

国内外におけるパートナー
シップの拡大も、今後CKDが
力 を 入 れて いく領 域 の 一 つ
だ。これまで同社は独自の技
術 開 発に注 力してきたが、今
後 は 国 内 および 海 外 企 業 と
のパートナーシップを深化さ
せることで、サービス全 体 の
効率化と国際的なプレゼンス
の向上を目指す考えだと梶本
氏は語る。

「お 客 様 に最 適 な 製 品・技
術・サービスを迅速かつ確実
にお届けするために、欧州や
北 南 米、アジアを網 羅するグ
ローバルな販売ネットワーク
を構築しています。」

実際に、CKDが持つ生産拠
点のグローバルネットワーク
は全世界で現在約170にも及
ぶ。国 内 5 工 場に加え、中 国、
タイ、マレーシア、韓国、インド
ネシア、北 米に工 場を構えて
いる。今 年 4 月 には 米 国テキ
サス州のオースティンで工 場
が竣工し、半導体製造用部品
の生産が始まったばかりだ。 

梶 本 会 長 は 、今 後 4 年 間で
海 外での 売 上 高 比 率 を現 在
の約 3 0 ％ から4 0 ％まで引き
上 げたいと話す。欧 州 などの

拡 大 の 余 地 が 残る地 域 を中
心に販路の開拓を続け、グロ
ーバルサプライヤーとしてさ
らなる成長を目指していく考
えだ。

創 立 8 0 周 年 という節 目 を
目前に控え、梶本会長はこれ
からの国 際 社 会、そして未 来
の ある べ き姿 を見 据 えた 経
営を続けていきたいと語る。

「 年 齢 を重 ねると、物 事 の
全 体 像 が 見 えてきて、国 内・
国 際 社 会や地 球 環 境 など自
分以外のことを考える時間が
増えていきます。これからは物
質的な豊かさを追い求めるだ
けでなく、多 少の不 自 由さを
受 け入 れることも大 切です。
中 国の哲 学 者、老 子の本に『
足るを知る』という言 葉 があ
りますが、これは 自 分の身の
回りのことに満足することか
ら始まります。この 概 念 が 世
界中に広まれ ば、世界は今よ
り更に良くなるはずだと信じ
ています。」

世界の主要産業を支える自動化技術
多様で包括的な製品ラインアップを武器に、CKD株式会社はファクトリーオートメーションのキープレイヤ
ーとしてこれからの時代をリードしていく。

CKD北陸工場（2024年稼動予定）

半導体産業向け流体制御機器

「これからの世の中に
おいて、我々は自動機械
技術と機器製品技術の
融合で世界のトータル
FAサプライヤーを目指し
ます。」

CKD株式会社 代表取締
役会長 梶本 一典

医薬品包装機

CKDは、自動化や流体制御の事業領域
を通じて、さまざまな社会的課題の解
決に向けた技術革新と価値創造に取り
組んでいます。これからも、SDGsの達成
にコミットし、企業理念に掲げた「豊か
な社会づくり」に貢献し続けます。




